
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

 学 校 名 池田町立宮地小学校 

 実 施 期 間 平成２６年１０月３１日(金) 

 実 施 概 要 
 

 第１部 祖父母(家族)授業参観 
 
 第２部 むかしの宮地地区の話を聞く会(講演会) 
     ・演題 「般若畑地区の名前の由来と般若おどり」 
      ・講師   般若畑区長 今西 武 様 

 実 施 内 容 
  
 

 学習・取組の分野 
  ✓自然   ✓歴史   ✓文化   ✓産業   □その他 

 公開の方法 
  ✓授業公開 ✓成果発表 ✓交流活動 ✓講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

 来 校 者 数  保 護 者          ８０   人  
  計       ９０   人 

 地域関係者          １０   人 

 実 施 状 況 
 

第一部の祖父母授業参観では、「ふるさと宮地について知ろう」と
いうテーマで、学年毎に生活科や総合的な学習の学習の時間に学んで
きた成果を発表したり、高学年は、感謝について考える道徳の授業を
行った。特に、３年では、地域の産業や宮地の伝統文化について、地
域のお年寄りを講師に迎え、祖父母と一緒に学んだ。 
 １年：生活「どんぐりごまとおいもパーティー」 
 ２年：生活「生活科発表会（サツマイモと枝豆パーティー含）」 
 ３年：総合「総合発表会（梅、お茶、般若おどり)」 
 ４年：音楽「音楽発表会（ゲーム含）」 
 ５年：道徳「たまご焼き」 
 ６年：道徳「おばあちゃんの心」 
第二部の講演会では、体育館で祖父母と一緒に「般若畑地区の名前

の由来と般若おどり」と題しての講演会を般若畑区長の今西武さんを
お呼びして行った。今西さんからは、古文書や太鼓の実物等を見せて
いただきながら、テーマに沿って、子どもたちの知らない「ふるさと宮
地」の地域の歴史についてお話ししていただいた。 

 成果及び課題 
  

 

平日の午前中ではあったが、多くの祖父母の出席があった。地域性
なのか、特に祖父母そろって参観されるところが多かった。第１部の
授業参観では、３年生は、総合的な学習の時間にお世話になった方を
ゲストティーチャーに迎えて授業を行った。４年生でも、地元のデイ
サービスの学習で学んだ「高齢者の方とのふれあい」をもとに活動を
計画し、参観の祖父母の方々と楽しい時間を過ごすことができた。ど
の学年も祖父母の方々には好評の取組ができた。第２部の講演会では、
祖父母の方々は、昔の話を懐かしそうにして聞いておられた。子ども
たちは、自分の住む地域の「むかしの宮地」の話を聞くことによって、
改めて地域の歴史の深さや伝統について知った。また、自分たちの郷
土をよく知ることにより、郷土に誇りをもち郷土を大切に愛する心が
育まれたと思う。 
低学年の子どもたちには若干難しい内容であった。次年度に向けて

は、具体物等の準備をしながら、より理解しやすい手立ても必要と感
じた。 

 
 
 


